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研究成果の概要（和文）：  本研究の研究成果は次の３点にまとめられる。
①シティズンシップ教育の欧米型、アジア型、日本型という３つの類型化を試みたこと、②英国の事例を通し
て、ドラマの教育とシティズンシップの教育の関連から、シティズンシップ教育の在り方の類型化を図ったこ
と、③われわれは、シティズンシップ教育の類型化とその特質の解明を図り、共通性として、コモングッド（共
通善）の探求、つまり、各国・地域を超えてどこでもだれもが人（類）としてもつべき「普遍的価値」を育てる
ことを目指していることを発見したことである。

研究成果の概要（英文）： Our research found out the followings.
 1.we tried making three types of the European and American model, the Asian model, and the Japanese
 model of citizenship education.2.we tried a typology of the state of the citizenship education 
based on the research of the educational relation between the education for drama and the education 
for citizenship in England.3.we made citizenship education three types and clarified characteristics
 of each type, and found that each type is aiming to bring up a search of common Goods, in other 
words the "universal value" in which everyone should have as the common characteristic as a person, 
the mankind everywhere beyond each country and an area.
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１．研究開始当初の背景 

 シティズンシップ(市民性)教育とは、一

人一人が社会のエンジンを構成し変革を進

める社会の構成員を育成する教育のことで

ある。 

 本研究は、主に科学研究費補助金による

研究とその成果から着想を得ている。これ

まで、研究代表者として平成１７－２０年

度基盤研究(A)「我が国との比較を視点とし

た英国シティズンシップ教育の計画・実

施・評価・改善の研究」、平成１９－２１年

度萌芽研究「アジア的シティズンシップ教

育とヨーロッパ的シティズンシップ教育の

比較調査研究」、平成２１－２４年度基盤研

究(A)「グローバル・スタンダードに基づく

シティズンシップ教育の評価研究」、平成

２３－２４年度挑戦的萌芽研究「シティズ

ンシップ教育の学校パイロット評価研究－

カリキュラムと実施における教育効果」を

行い、Ikeno(ed.), Citizenship Education 

in Japan (Continuum, 2011)を出版した。

これらの研究と研究結果で明らかにした成

果は次のものである。 

 

 １：いろいろなシティズンシップ教育が

あること（多様性） 

 ２：シティズンシップ教育は欧米とアジ

ア、日本において大きく異なっている

こと 

（１） 目標の設定において、欧米は

多段階として構成するのに対

し、アジアでは統一的な一段

階として構成する。 

（２） 道徳性・社会性において、欧

米は開かれたもので、原理的

に留まるのに対し、アジアで

は特定の決められたものとし

て構成する。 

（３） 日本は、欧米とアジアのもの、 

あるいは、両面をもったもの

である。 

 ３：世界のシティズンシップ教育として

共通したもの＝グローバル・スタンダ

ードとして、 

（１） 地域性、国民性、グローバル

性をもち、 

（２） 政治的、経済的、社会的リテ

ラシーをもち、 

（３） 民主主義の原理を理解し、そ

れにもとづいて行動し、 

（４） 開かれた社会を作り出す、市

民を要請している。 

 ４：世界のシティズンシップ教育には、

欧米型、アジア型、日本型を見い出すこと

ができる。 

 

また、学術的背景としては次のような点

を配慮した。 

各国・地域のシティズンシップ教育の多

様性は、我が国では嶺井（ 2007 ）、

Ikeno(2011)、世界では Arthur, Davies and 

Hahn(2008)に代表される研究によって、明

らかにされてきた。いまや、多様性に隠れ

ている共通するものを究明することが、グ

ローバルな研究として求められており、そ

の構造と原理を明らかにすることが要請さ

れている。 

 世界のシティズンシップ教育の構造と原

理という核心を発見し説明するために立案

した本研究で採用する研究の方法は、類型

化による比較研究である。つまり、要素、

要因によって類型を構成し、各国・地域の

シティズンシップ教育を教育政策、カリキ

ュラム、実践において比較検討し、その構

造と原理を明らかにすることである。 

そのためには、次の２つが手立てとして考

えられる。 

① 類型的研究 

シティズンシップ教育のちがいや多様性

を前提しつつ、一定の物差しとなる共通



する要素や要因で、各国・地域のシティ

ズンシップ教育を、欧米型、アジア型、

日本型の３つの類型に分け、考察する。 

② 構造の多側面の総合的研究 

各型の個別研究ではなく、教育の多様な

側面、１）政策、カリキュラム、実践、

２）社会問題、国際理解、環境教育、道

徳性などの主要テーマ、３）幼児期、児

童期、青少年期などの発達段階、４）教

科教育、教科外活動の学校教育、社会教

育によって、各型の構造と原理を比較可

能なものにする。 
 
２．研究の目的 

 １．の背景において説明した研究の成果

と学術的背景にもとづくと、さらに、次の

２つの研究課題を解決することが必要とな

っており、これらを研究の目的にすること

にした。 

 

① シティズンシップ教育といっても、

多様であり、その多様性を意識し、

区別することが必要であること、 

② そのために、多様性があるとしても、

共通的なものに着目し、欧米型、ア

ジア型、日本型に類型化し、その構

造と原理を究明すること。 
 

また、そのために、研究上の階層的目標を

次のように設定した。 

 

研究目標：国際共同研究によって、欧米型、

アジア型、日本型のシティズンシップ教

育を多面的に比較考察し、各型の構造と

原理を解明する。 

下位目標１：３つの型のシティズンシップ

教育を教育の３側面、教育政策、カリキ

ュラム、教育実践において比較検討し、

各型の構造を抽出する。 

下位目標２：３つの型のシティズンシップ

教育を主要テーマである、社会問題、国

際理解、環境、道徳性の教育の側面にお

いて比較検討し、各型の構造を抽出する。 

下位目標３：３つの型のシティズンシップ

教育を発達段階、幼児期、児童期、青少

年期において比較検討し、各型の構造と

原理を抽出する。 

下位目標４：３つの型のシティズンシップ

教育を教育の行われる所、教科教育、教

科外の学校教育、社会教育において比較

検討し、各型の構造と原理を抽出する。 

下位目標５：３つの型のシティズンシップ

教育の構造と原理を比較考察し、共通す

るものと相違するものによって、現代世

界のシティズンシップ教育の特質を究明

する。 
 
３．研究の方法 

本研究で採用した研究方法は、類型化に

よる比較研究である。国際共同研究によっ

て、欧米型、アジア型、日本型のシティズ

ンシップ教育を多面的に比較考察し、各型

の構造と原理を解明することである。 
 

４．研究成果 

 2015 年度は、シティズンシップ教育と、

品格、徳や価値・規範、論争問題や永続的

問題との関連に焦点化することにした。 

 その結果、次の研究成果を出した。①米

国と韓国の研究者とともに、「シティズンシ

ップ教育における論争問題学習の意義と役

割の国際比較」を開催し、論争問題学習を

事例にして、知ティズンシップ教育の欧米

型、アジア型、日本型という３つの類型化

を試みたこと、②内外の研究者を招き、2015

年 7月 23 日広島大学で、7月 25-26 日キャ

ンパスイノベーションセンター東京で、「品

格、徳、シティズンシップ教育のためのプ

ロジェクト」のもと、第４回国際会議を開

き、市民社会における道徳性とシティズン

シップの教育的関連を研究したこと、③米

国の研究者とともに、「シティズンシップ教



育実践の発展に研究はどのように寄与でき

るか？」について論議し、研究と実践の考

察をしたこと、④英国研究者と、ドラマの

教育とシティズンシップの教育のコラボ研

究を開始し、シティズンシップ教育の在り

方を別の側面から類型化を図りはじめたこ

と、⑤研究成果として、池野範男「シティ

ズンシップ教育と道徳教育」、および、

Putting the case for building a bridge 

between drama and citizenship 

education.を示すことができた。 

2016年度では、シティズンシップ教育と

関わりが深い歴史教育を題材にして、シテ

ィズンシップ教育と他領域との関連を米国

の研究者と、２０１６年５月２８－２９日、

東京（キャンパスイノベーションセンター

東京）、６月２日、広島（広島大学）で、ま

た、２０１７年２月１５日、英国とマルタ

の研究者と、広島（広島大学）で、国際講

演会を開催した。これらの国際会議を通し

て、英米との比較研究を同時に行った。 

 また、シティズンシップ教育と哲学や政

治学との関連に関して、英国の研究者を招

聘し、日本の研究者との国際セミナーを、

２０１７年１月７日に、東京（キャンパス

イノベーションセンター東京）で、１月９

日に、福岡（九州大学）で開催した。 

 これらの国際会議とセミナーにより、シ

ティズンシップ教育の類型化とその特質の

解明を図った。その結果、共通性として、

コモングッド（共通善）の探求、つまり、

各国・地域を超えてどこでもだれもが人（類）

としてもつべき「普遍的価値」を育てるこ

とを目指しており、それを支える哲学的政

治学的立場として、共和主義を保持してい

ることを明らかにした。また、それぞれの

国や地域の固有性もそこでは働いており、

たとえば、道徳性との関係でみれば、英米

ではキリスト教的価値やその倫理が、アジ

ア、日本では仏教的価値やその倫理がその

基盤を作っていることを見出した。 
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